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講 師

こんな方のご参加をお待ちしています！申し込み・問い合わせ

地域の自然環境を守りたい

将来世代により良い未来を繋ぎたい

再エネ施設の現状が気になる

6/ 木

2025年3月 地域にとって望ましい再エネ研究会 が発表したこのチェックリストは、
さまざまなステークホルダーが、より望ましい再生可能エネルギー事業を議論していくための
コミュニケーションツールとして作られています。
再生可能エネルギーへの転換と地域の自然環境、くらしの質とのトレードオフを
いかに小さくできるかが課題となるなか、地域の未来を考えていくためにチェックリストを
どう活用できるのか、策定にかかわった専門家にうかがいます。

オンライン配信（ZOOM）
参加無料

地域にとって望ましい再生可能エネルギー・チェックリスト
太陽光・陸上風力 ver. 1.0　を解説！

シリーズ

25年後の北海道をつくる わたしたちの公正な移行

14:00〜15:30

名古屋大学大学院環境学研究科博士課程(知の共創プログラム特別コース)。1980年大阪生まれ。京都大学
大学院地球環境学舎卒（地球環境学修士）。地域エネルギー政策に従事。近著に「生物多様性に貢献する自
然共生型太陽光・風力──「環境VS 環境」 のトレードオフを越える」丸山康司・本巣芽美編『<よい再エ
ネ>を拡大する : 地域に資するための社会的仕組み』法政大学出版局.

イベントページの申し込みフォームから
お申し込みください （締切 6/24）

共催

TEL   ：011-596-0921 （担当：荒井）

再エネ・くらし・自然 が
共生する未来をつくるには？
再エネ・くらし・自然 が
共生する未来をつくるには？

山下 紀明  さん

MAIL：epoh-webadmin@epohok.jp

https://epohok.jp/event/18877

NPO法人環境エネルギー政策研究所　
主任研究員

環境省北海道環境パートナーシップオフィス（EPO北海道）、釧路町、北海学園大学開発研究所

環境省北海道環境パートナーシップオフィス（EPO北海道）

2050年、わた
したちの社会は

どうなる？


